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宵

0

割引步合と贷付歩合

‘

辑
緖
言

 

.

予
は
本
誌
前
月
號
に
於
て
贷
付
利
子
を
以
て
货
幣
の 

使
用
料
ビ
®
倣
す
の
合
理
的
な
ム
所
以
を
說
明
す
る̂ 

.同
時
に
、
此
見
解
を
以.て
®
說
な
6
ビ
論
ず
る
a
三
の 

歐
米
學
漭
の
持
論
を
趿
し
れ
る
が"
尙
ほ
其
際
割
引
步\ 

合
と
贷
付
利
子
步
合
と
の
關
係
に
論
及
し
て
私
見
の
正 

.し
き
を
證
明
す
可
か
り
し
も
、
紙
面
の
都
合
に
依
り
て 

見
合
せ
れ
る
が
故
に
、
敍
に
補
論

v

し
て
同
關
係
を
明 

か
に
せ
ん
^
狱
す
。
讀
渚
の
如
れ
る
が
如
く
、
公
債" 

社
債
等
の
提
期
貸
借
の
利
子
步
合
の
變
動
は
比
較
的
緩

. 

織
六
號
一
三
六

慢
な
る
に
比
し
、
爲
，替
手
形
、
約
束
手
形
等
の
削
引
步
，
 

合
は
時
々
變
勸
す
る
の
み
な
ら■す
、
時
^
し
て
は
典
騰 

落
著
し
き
こ
ビ
ゎ
$
。
玆
に
於
て
か
一
派
の
學
漭
は
辑 

付
步
合
ミ
割
引
步
合
ど
は
各
お#
質
を
異
に
す
る
か
.、 

少
く
^
も
谷
々
別
筒
の
源
因
に
依
む
て
定
ま
る
も
の
な.
 

b

i
の
說
を
懷
く
が
如
し
。
日
く*
貸
付
利
子
は
企
業
- 

資
本
の
使
用
に
對
し
て
支
挪
は
るV
も
の
な
る
を
以
て 

其
步
合
は
企
業
資
本
の
需
用
供
給
に
依
り
で
定
ま
る
も
- 

の
な
る
も
、
 

割
引
步
合
は
臨
時
に
必
要

V
J

せ
る
現
金
の 

借
入
ね
對
し
て
支
挪
は
る
、
も
の
な
れ
ば
"
從
つ
て
典 

高
低
も
貨
幣
の
需
用
供
給
に
依>

て
定
ま
る
1も
の
f

 

VJ。

さ
れ
ざ
、
予
は
貸
付
步
合
ヒ
割
引
步
合
^
は
斯
く 

の
如
く
性
質
を
異
に
す
る
も
の
に
非
ず
ど
信
ず
。
少
く 

ビ
も
"
論
漭
の
說
明
に
不
充
分
不
徹
底
な
る
點
ゎ
る
を-
 

遺
慽
£
す
る
も
の
な
b
。
是
れ
以
下
本
篇
に
於
て
聊
沪 

論
ず
る
所
?>
ら
ん
^
す
る
所
以
な
&
:̂
す
。

0

 

,貨
付
^
割
引 

■

.

.貲
付
利
子
步
合
ど
割
引
步<
ロ
-̂
の
關
係
に
對
す
る
_

ハ
ト.
I-
!：
す
i'

I

y
I

I
I
fe

|

I
|
1
fi

I1
I
|
M
t

51

fi
1

學
者
の
說
を
駁
し 

> 其
關
係
の
真
想
を
購
明
す
る
に
先 

.だ
ち
、
、«;
亨
^-
じ
で
菩
1人
_
玆
.に
貸
#.
む
割
引
€
の
異 

同
を
辨
ぜ
ん
と
欲
す
。'惟
ふ
.に
貸
仗
步
<ロ
^
割
引
步
合 

V」

は
根
本
，敗
性
質
に
於
て
同
一な
り

ビ
,

も

，

®

#̂
 

割
引
と
は
各
興
形
式
に
.於
で
稍
ケ
異
な
れ
る
點
を
有
唞 

る
'を
記
憶
せ
ざ
る
可
か
ら
す
。
貸#
が
長
期
を
普
通
•ミ 

す
る
に
反
し
，
割
引
が
總
て
ー
短
期
な
る
は
其
 
一
f

o
 

貸
借
證
書
中
に
は
流
通
性
を
帶
び
ざ
る
も
の
少
か
ら
ざ 

る
に
反
し
、
割
引
證
券
中
に
於̂

ば
流
5®
性
を
®
び
ざ 

る
も
の
.少
き
は
其n

な
ぅ
P'
貸
付
利
子
は一

定
期
間
を 

經
れ
る
後
に
於
て
夂»
ば
る
V
を
常
^
す
る
に
反
し
、 

•割
引
步
合
が
割
引
の
際
に
支
拂.は
る
S
も

の

な
る

は
 

其
！

11

な
り
。
同一

の
公
稱
^

^
が
從
',つ
て
«
#

ょ

>

も 

割
引
に
於
で
實
際
'に
は
高
率
s

•な
る
は
其
四
な
り
。
さ' 

れ
と
、
此
等
の
相
遨
は
程
度0:
差
を
示
^
に
過
ぎ
€

 

て
、
之
^
以
て
貸
#
利
子
ビ
，割
引
步
合.ふ
が
本
質
上
{:
; 

.於
て
II
'
な
れ
，が
も
の
な
ゲ
ど
論̂

す
'る
w J 
€

を
許
さ

》

,
 

■
■る
な
ゲ
。̂

H

順
^
>逐
ふ
亡
®
所
以
^,
說
か
し
め
よ
デ
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雜

、錄
農
期
贷
借
と
紐
期
货
借

.

長
期
€
通

'-
爲
替
手
形
：̂
約
束
手
形
、
”'
大
藏 

省
證
券
等
の
割
引
の
目
的
れる
も

の

く

；
期
限
は
一
一
一
ヶ
甩
， 

.■六

.

K

月
等
に
し
'て
長
き
■も
.

」

*—
ケ
：年
を
出
ず
'る
こ
ビ
稀
な 

れ
ば
、
割
引
'の
期
限
.も
從
つ
てT

ヶ
年
以
內
を
普
通
t
 
:

ず
。.
之
に
反
し
て
、
個
：人
，間
の
貸
借
、
..個
人
對
銀
行
の 

貸
借
.？
公
債
、
：
社
債
等
の
期
限
は
數
十
年
に
及
ぶ
こ
ミ 

お
れ
ば
、
此
點
'に
於
て
貸
付
と
割
引S
は
截
然
區
別
す
' 

.可
き
：も
の
、
如
く
な
る
も
、
；
ゝ
一
：方

貢

は

個

人

間0
貨 

借
、
' 個
人
對
銀
行
の
'貸
借
^
.

1

ヶ
年
以
下
の
短
期
に
對 

し
て
行
は
'る
、

こ
じ
®
炉
ら
ざ
.る
を
記
憶
せ
ざ
.る
可
炉 

ら
ず
。
政
府
の
所
1
1
:時
借
土
金
も
短
期
な
り
。
質
商 

高
利
貸
の
貸
付
も
.亦
.短
期
を
常
ビ
す
P
辣
に
所
1
'コ
ー 

ル
、
V

1
シ
と
稱
す
.る
騰
借
が
貸
付
.
1り
囘
收
迄
僅

 々

數
日
を
經
、ふ
る
'に
過:?
^

る
，
：こ

ビ
あ
る
は
兹
に
喋
々
す 

る
.の
要
な
か
る
可
し
::
:
?由
是
觀
之
所
謂
割
引
^
獬
す
る 

i

の
は
總
て
の
«
借
中
短
期
債
務
：の
一
部
分
を
代
表
.す 

.を

.に
：业
ぎ
り
、
貸
付
^
性
質
^
異
：̂

^
る
も
の
：に
非
^
0 

丨1
r

 

.證
券
の
流
通
释)

吾
^
^
瞪
券
の
流
撖
性
を
檫

.餚

義

1
H七

H

i
-

A丨

p

|



、
$

餒
ハ
八
八

.
g

雜
錄
撝
期
货
偕
ど
證
踐
偕

難
を
y

て

ー

暮

，
を

割

尉

^

の
：相
鐵
^,
論
_
ま
る
：こ
炙

を
':
'
.

の
顧
客
0-
誉

應

じ
'て

爲

擊
#
 
%
, 

又
は
約
束
手
形
を
割
引
せ
し
後
、..，
其

手

形

を

萸

^

苒

爾
 

引
に
附
來
ギ
こ
S
を
#
る
^
反
L>
->
普

通

個

人

間

の

貸
 

‘傲
0
鼠
書
れ
る
借
用
®
は
+斯
く
0-
如
く
割
列
に
.附
す
る
' 

こ
ビ
を
得
ず
。
此
點
に
於
て
割
引
は
貨
付
と
其
性
質
を

I. 

異
に
，せ
'ぅ
？
さ
れ
ど
，
同
時
に
吾
人
は
公
債
債
券
等
垆

| 

割
引
手
形
に
劣
ら
ざ
る
流
通
性
を
有
す
る，

i VJ

办
る
’こ
一 

る
を
楷
摘
せ
ざ
る
一
可
か
ら
ず
。
若
し.果
し
て
^ら

ば
，.， 

證
券
0;
流
通
性
の如

！！
：

を
以
て
貸
#

苳
割
引
ど
を
區
別
一 

す
'る
.こ
と
を
得
ヤ
。ふ
 

I、 

三
ゝ
利
子
支
拂
の
時
期「

假
>
に
甲
が
乙
に
一
千
圆
一 

の
金
額
5?
.
$分
の
利
子
に
て1

ヶ
年
贷
與
せ
しVJ

せ

ばI 

乙
が
中
に
利
子
金
五
十
圆
を
支
拂
ふ.は
苏
1
ヶ
年
を
經： 

過
し
れ
る
後
な
る
が
、
銀
行
が

一

ヶ
年
滿
期
の
額
面T

 

千
圆
.の
.竽
形
を
年
'五
分
の
步
合
を
以
T
WI
]
引
す
る
$

ば
、
割
引
請
求
潜
は
五
十
圆
吹
釉
子
を
割
引
の
.際
即
ち 

」

グ
年
の
初
め
に
：於
て
支
柳
は
ざ
る
を
得
す
。
さ
れ
ば

.契

城

i
H
八

せ
®

^

支
禪
0

^

^

m於
^
與
れ 

然
h
ビ
離
も
-、：#
時
斯
0
^
^
}は
：貸
付
^
>
割

引

.

.
^
を

實
 

質
上
ね
於
て
異
ら
t

'る
も
i

¥

o
■-
,
:
•
抑
も
！
^

料 

の
戋
拂
期
に
：就
き.て
は
|
:定
：の
習
^

^
る
名
の
：な
き
が 

^

f
d:
地
の
：賃
貸
料
即
ち
地
代
は
：
{
.
.
:
宛
0
契
約
期
間 

後
ノ
例
へ
ばi-

ケ
月
又
は
：

t

ケ
年
間
土
地
龜
用
ぜ
：
る

.

. 

^
5

地
人
が
之
：を
支
#
ふ

を

常

せ

る
為

，家
！

前 

拂
^

£

 

eせ
レ
。〔

車
輛
等
の
損
料
は
所
有
者
若
し
ぐ
は
.：
 

其
使
用
人
が
.其
車
輛
を
操
縦
.す
心
る
際
ね
ほ
.後
拂
に
，し 

て
、
然
&
ざ
る
£
き
は
前
挪
£
な
す
の
常
な
る
が
如
し-
o 

蓋
し
賃
料
支
挪
の
時
期
は
賃
借#
.の
：信
用
程
度
の
如
何 

に
應
-b
v
定

る

く

ぢ

の

な

：&
ん
> 
利
子
も
亦|

輝 

の

養

^

/
看
做
す
可
爸
各
の
な
る
が.

、：；

若

し

.
上

述

の 

檫
準
を
.以
て
.支
拂
の
時
期
^

©
む
：る
と
せ
ば
ノ
1

を 

s
m
.
^
c
す
可
▽き
か
：。
如
何
S
な
れ
ば
、r若
し
債
權
奢
が
' 

債
.務
者
0
.利
子
0'
.支
拂
能
カ
に
就
き
て•疑
を
懷
く
§
せ
，
 

ぱ
、
金
餞
を
飄
通
ず
：る̂
如
き
-J 

i
な
け
れ
.ば
な
り
。
購 

か
少
額
の
刺
子
の
.顧

收

に

：
就

き

.
て

懸

念

せ

る

際

| :

^

^

I
I
||

|  、

|

| ；

.の1

兀
金
を
貨
與
す
る
の
愚
を®
ば
ん
や
P
加
之
、
'
金
餞 

.貸借の性質上、籾子は®

^

可きものな 

>
5
0

す
。

^

b

に甲が

.千
®

の
.資

金

を

要
：；：：

}之
.を
2£
!
分 

利
に
て
借
入
•れ
ん
ビ
す
る
際
、
若
し
借
入
の
時
に
於
て 

利
子
ビ
し
て
金
五
十
圆
を
变
拂
は
ざ
る
を
得
ず
ふ
せ
ば 

手
取
り
は
九
百
五
十
圓:1
な
名
可
.き
を
以
て
、
千

圆

の，1 

資
金
を
調
達
せ
ん
i

欲
せ
ば
、
都
合
千
〇
五
十
二
圆
六

\

 

十
三
錢1

厘
を
借
み
れ
ざ
る
可
か
ら
ず

(

註)

。
而
か
も 

手
取
り
ば
千
圆
に.'し
，て
’

1

ヶ
年
後
の
返
濟
期
日
に
は
此
，
 

千
圆
の
.腊
财
に
對
し
て
：千;0
ー
五
十
ニ
顶
六
十
三
錢
ニ
厘 

を
返
却
す
^

き
^>

の
な
.る
を
以
で
>
.五
千
ニ
圆
•
{ハ
十
三| 

餞
一
勝
は
千
圆
ゆ.«•
貸
料
.
V
JS;
# -
す
^ :
き
^
■り
。
さ
れ
一 

ば
、
利
子
次
挪
の
形
式
が
湔
拂
^

る
ビ
後
挪
た
る
ゼ
を
一 

問
は
ず
、：

利
.史
は
實
質
^

於
；て
後
拂
拉
石
名
の
な
方9
.

從
つ
て
實
際
に
於
て
貸
付
利
子
は
期
限
後
に
支
狒
は
る 

み
を
常
i

す
。.
然

何

故

に

割

引

步

合

は

前

拂

を，. 

常
規
龙
す
る
か
。

'日
く
" 

•割
引
串
形
は
滿
期
の
際
ぬ
於

■ 

^

額
商
金
額
0'
み
を
^

^
ぷ
£.
:
适

^

^

證

す

名

の

み

ゅ

苹

骀

(

八八

')

，雜

■
■錄
提

期

货

傲

と

輝

響

借

'

し
''で
、.
.
.
.
利
子
'に
就
ぎ
て
何
等
明
«2
せ
：S
所
な
き
を
常
と
. 

す
る

^.
敗
て
、
..若
し
銀
稃
於
系
形
を
割
引
く
隙
に
利
子 

を
徵
收
也
ざ
れ
、ば
滿
斯
に
至
り
て
何
人
ょ
り
も
利
子
を 

受
取
.る
こ
1:
を
得
ヤ
、
從
つ
’で
額
面
相
當
の
金
額
を
無 

刺
子
に
.て
手
形
#
參
入
.に
貸
與
す
.る
の
結
果
を
a
す
る
. 

に
至
^
可
け
れ
ば
な
h
.
o.'例
へ
ば
額
面
千
圆
斯
限
一
ヶ 

年
の
約
束
手
形
を
五
分
、は
て
割
引
ず
る
ビ
せ
ば
、
銀
行 

は
九
百
五
十
圓
：を

支

拂

滿

期

のe
き
千
圆
を
受
取 

，る
於
以
て
、
銀
行
は
結
局
九
西
五
十
圆
を«
與
し
て
>
.
.

1

妁
年
0,
# ;
ゑ
に
*
す
な
貨
貸
料
芄
十
圓
を
收
得
す
る 

も
め
と
ず
。‘
而
6-
て
手
形
振
&1
:
人
.の
-识
1'
ち
之
を
觀
れ 

ば
、
.若
し
此
.手
形
め
受
取
-

て
之
を
娘
行
に
於
て. 

割

引

に

附

せ

妒

毕

せ

ぼ

:>
'
«'
出

束

は

受

取

人

ょ

り

九

莨
 

.五
十
圆
fc
It
入
れ
た
ふ
.̂
.0
ば

ぶ

看
倣
す
可
く
、
若 

し
文
割
钭
に
附
せ
积
ざ
ぜ
ぱ
^
振
出
人
矽
霞
接
銀
行
ょ 

ち
同
額
.の
金
子
^
借
掛
«

り

と

同

參

.
の

結

果

を

虽

す

る
 

名
め
も
見
ー
る
可
し/°
-

-

.

-ぃ

.

，

グャ
 

M
以
^
略
述
ぜ
る
所
に
し
^
太
過
な
'し
ど
せ
ば
、
贷
付•

第
六
虢

.1

H
九

許

IS
■5

s
ill

If

隱

} >
lr
雞..

Ii'
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 0

雑
錄
莨
期
贷
借
と
短
期
贷
借

谘六號

1

四0

利

割

引

利

子

の

支

：拂
が
時
期
を
同
ふ
せ
ざ
る
は
形 

式
上
然
る
の
み
に
心
て
、
實
質
上
ょK
之
^

^

れ

ば

々

： 

雨
漭
共
に
‘
5

の
期
限
後
に
.支
挪
は
る
、
も
®
な
：
t

云
ふ
を
得
べ
.し
。：.
.、

r;
'
,
.:;
:

:

r

.

'

骷
"
利
子
を
則
拂
オ
る
め
必
毁
も
名
際
^
;
1踅
額
.の
'手
取
金
か
得
名
爲 

め
に
借
人
ん
可
咅
金
額
か
浓
む
る
に
は
左
の
式
か
用
ゆ
る
こ
と
か
得

.1

.

—
1.

,

.

c
xit
求
め
ん
と
欲
す
る
金
髒"
A
It
;
.妒
取
^
>.
'
1は
.趴
子
少
合
打
リ 

と
す
。

〕

如
何
と
な
れ
ぱ
、'>
手
取
金
は
借
，入
：金
ょ
り
借
入
金
に
對
す
る 

j

夕
华
の
利
子
か
玆
引
き
れ
る
殘
顧
な
れ
ぱ
、

；

'

X
丨

K-
H A

.と
な
-
も
之
^
浦
単
！

i.

せ
It
、
.
' 

」
：
，. 

x

 

(i 

.
1
 

i) 

=

 

A

 

-
.

.
 

A

y,
 

H
H
r
4 

* 

■

.
 

\ 圓-
-
.

i
l

l

 

Z
 

-

*
L.

ミ
：

.

- 

\
. 

■ 

. 

>

-

'

、

.■-
 

_

 

. 

- 

> 

'
■
* 

f

と
な
ろ
^
以
て
な
り
。
；
今
此
式
，に
數
字
か
當
辩
む
，れ
げ
、
•

:

:
l
i
u

 

?
' 

.
:
'

即

:0.95 

- 

1
0
5
2
.
6
3
1

 

+
m

と
^

る
.

^

リ
 
o
.
.
.

三「

公
稱
步
合
(£
實
際
步
合
ン
貸
付
利
子i
割
引
利 

子
^
が

同1

!步
合
な
^
'ど
，す
/̂

も
、
實
際
に
於
て
は
、 

削
引
步
合
は
»
付
步
4
1̂-
-
>
も̂
觀
々
髙
炉
1,
;
。、
例

，
ば

雨
者
共
は
公
稱
步
命M
年m

分
な
&
冷
せ
ば
、

」

贷
付
步 

:

合
は
S

に
於
て
も
五
分
な
る
も
、
割
引
步
合
は
芄
分 

1
1厘
六
毛
！1
1
厘

强

に

相

當

す

。
：
：
此

.

點
に
於
で
§

利
子 

S
H
F

利子̂
は
稍
々
相
違
せ
此
懸
隔
た
る
や 

頗
る
輕
微
片
し
で
：0
殆
ん
ど
論
す
る
に
觅
ら
ざ
る
の
み 

^:
ら
す
?>
:此
點
も
結
局
實
質
0 .
相
違
を
示
す
も
の
に
非 

す
。
銀
：行
ゆ
割
引
利
子
の.實
際
步
合
が
公
稱
步
.合
ょ
り 

も
多
少
高
き
抵
故
に
”
：稍
々
低
き
公
稱
步
合
に
て
割
别 

の
請
求
に
應
ず
る
も
の
に
し
て
、
若
し
手
形
持
參
潘
が
. 

實
際
*■
合
を
し
て
公
稱
爽
合i
 r

:

致
せ
.し
む
る
，

」

ど
を 

銀
行
に
'强
要
ぜ
ば
、
'
銀
行
は
稍
々
高
き
公
稱
步
合
を
微 

收
す
可
き
に
由
^

^
結
果
は
同4.

な
&
ど
す
。
-
.

.
以
上
數
項
に
分
ぢ
て
論®
せ
る
^;
如

ぐ

"

贷

付

ど

割
 

到
^
の
區
別
は
要
す
る
に
形
式.上
存
在
せ
を
に
.'過
ぎ
ず
、
 

し
て
、
，雨
«
0'
.
.陬
に
何
等
重
要
^
る
實
質
上
0;
«'
m
の
一 

存
屯
紀
'に
は
非
ざ
る
が
.
-

CVO

へ
.

.

.パ
:

:

.
い

‘
.H;
貸
付
步
含
&
割
引
歩
合

.前
述
0 -
.如
ぐ
，

?貨
付
迄
'
割

引

す

ゅ

各

.
#
形

式

に

於
て
，

多
少
相
違
せ
名
點
を
有
す
れ
ど
も
、
實
質
に
於
て
殆
ん 

と
全
ぐI

致
せ
る

も

の

な

ぅ

。

若
し
娘
し
て
然
ら
ば
、 

食
付
步
合
の
高
低
ど
割
引
步
合
の
高
低
と
は
從
つ
で
同 

1

の
事
情
に
依
り
て
支
配
さ
れ
、
同一、

の
原
因
に
依
：レ 

て
決
定
さ
る
可
き
喾
な
る
に
、1
派
0
經
濟
學
者
は
貸 

利
^
.割
引V」

が
本
®
に
於
て
興
れ
る
も
の
な
り
^
思
惟 

せ
る
爲
め
沉
> 
贷
付
步
合
ど
割
引
步
合
と
が
異
れ
る
原
，
 

®

K
依
6
て
®
ま
る
も
の
な
り
と
の
意
見
を̂

せ
p

.° 

其
.の1

例
ビ
し
て
左
に
レ
キ
シ
ス
氏
の
說
を
左
に
紹
介 

せ
ん
。
氏
は
先
づ
貨
付
步
合
決
定
の
■法
則
を
說
明
し
て 

B
く 

(Lexis; 

Allgemeine Volkswirtscha

ぼlehre'
2

 te 

A
u
^
s
v

 

1
6
1
) 

, 

•

D
i
eKolle. des. 

Zinsfuss

—unter'dem .wir 

Ibier 

i
m
m
e
r

 den resten prozentmassigswrtracr des auf* 

î
Jlgere Zeit sicher angelegts Leihkapitales 

ver~ 

stehen—
Ii

叫ngt 

zun

叫chst 

u
n
d

 

unmittelbar 

v
o
n

 

d
e
m

 v
e
r
h

p:itniss

0,
只 Nachfrage: naclb Î

eihkaDi- 

.r
+
a
l

 

zu d
e
m

 A
n
g
e
b
o
t

 

vo
'psoicken

、

ab.

湘
ち
爾
付
步
合
は
融
通
資
本
の.

®
供
給
に
.依
女
て
：

$

#

C

八 

<
1
0
.
雜

.

錄

K

f
 傾
^

clt

,
, 

、
：
，

'

'

 
:

..

 

.

......
 

.

/
 

;
 

一
 

,

 

■

定
ま
る
も
0

^
な
6

4

3ふ
.に
在
，0
,
0、玆
'に
^
キ
^
メ 

氏
が
融
a
資
本
w
li
ず
る
は
公
債
> 
僙
券
茈
他
長
期
の 

貸
付
に
投
せ
&
れ
拍
る
資
本
を
指
す
もの
f

o (
同
上 

書
百
六
十
£
頁
.

)

：
斯
く
の
如
く
、
氏
は
貸
付
步
合
を
以 

て

資
本
の
需
給
關
係
に
依b
て
定
ま
る
も
の
なh
y
r
c
論
’
 

.せ
る
に
も
拘
は
.ら
ず
> 
割
引
淡
合
は
.全
く
興
れ
る
^

®
 

ば
制
せ
&
る
S
も
の
.な
^
V
i說
け
'り
。
日
く

 

(

同
上
書 

W
六
十
三—

四
貢)

、
.

\ 

.
b
a
s
. 

im 
マ aur. loirze Frists durch 

sskontie- 

f
u
n
g

<i
o
n 

fDchseln Oder, in 

d
fp
r J?orm v

o
n

 L
o
m

丨
 

baradaiielien ausg&ellene Kapital ist nicht Leih- 

Kapital 

in 

d
e
m

 h
i
e
r

rqd
t
e
n
d
e
n

c/imle, 

son d
e
m

 

zunaenst 

timla.ufendes 

Bankkapitai 

Oder 

wuciL 

sonsti

cfqes umlaufendes 

, 

Geseh

叫̂skapital, 

d
a
s

cr
e
i 

djbergeilenden Sdliiegen durch. sooIle Kreditope-
rationen e

3
e
n

cv.wlsc‘n
s
g
e
w
m
n

 

erzEt*

.

.

.

.

.

¥
u
r

 diese 

Geschagr

n)., 

bildet 

sicii 

eln‘ zwischen 

w
e
i
t
s

 t
r
r
e
B
e
n

<-
.n)
'
l
;
i
,
n
d

(T
>
.B:
c
k
e
r
sr.gHcil ^chwanK- 

en^

o-.r-BankrundrB'orserizi&fuss
Y

'a.
^
^
e
n
B
e
w
e
g
u
n
l

 

gerrvonvd

r&m

N
k§fe'
s
 ̂f

c:r.!Lell&apital ito. obi

OQen

s

c
i/
l
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八
八
四)

0

錄
遐
期
贷
借
と
短
期
贷
借

S
ハ
號

r

四
二

匪 パ

c/
i
e fast ganzHch unabhangi

rosmd, 

wdl, aer 

t%llch

<l)
f
e
i
d
cr
'
e
d
a
n
v*
P
S
. 

P

S
cu
e
p fiiissl

rqe
p

w
fo
n
k
* 

kaaital

N
u
cre

s
e
d
i
g
e
n

 

ist, 

unter 

ganz anderen 

wedi^ungen steiit, a
l
s

o.
n>
M Kapltal

creaarf xur 

leste 

Anlagen,

即
ち
貨
付
步
合
は
資
本
の
需
用
供
給
に
依
り
て
定
ま 

る
に
反
し
、
制
引
步
合
は
之

V
J

は
全
く
異
れ
る
事
情
に 

依
り
て
®

ま
る
も
の
な
り
？
如
何
ど
な
れ
ば
長
期®

^
 

に
於
け
る
资
本
のW

用
^

现
金
に
對
す
る
手
形
削?!
請 

求
漭
の
髂
Jf
J

i

は
全
然
異
れ
る
性
質
の
も
の
な
れ
ば
な 

P
ビ
o

次
に
倂
太
利
の
碛
學
パン
タ
レ
ォ
二
氏

も

略

ぼ

同

一
 

の
意
見
を
持
せ
り
。

日
く
 

(pantaleoni: Pure 

w
o
o
l 

n
o
m
o
s
,

 

2
6
3
)

-

-it is clear that

v*
p 
n
e
cn>
l

ssary pamllelism 

between t;h.e 

yPJ
ユ 
p
r+
o'
n
s
 

oi 

a
w

— 

count an
d 

or 

interest 

under a

 system 

oi 

oure 

economics, 

capital 

s
d m

o
n
e
y

 

are 

essentially 

.

d
iws
e
r
s
t
, 

a
n
d

 

the m
a
r
k
e
t

.M-
o
r
 

l
o
s
s

 

o
f

 

caoitaL

is not the market 

for loans of m
o
n
e
y
r
F
o
r

 tlxe 

person w
h
o

 w
a
n
t
s

f+
o bo

r
r
o
w

 capital, m
o
n
e
v

 is onlv 

a 

m
e
a
n
s

 

f
o
r
o
r
o
c
u
n
n
g

 it, 

K in fact 

I
m
m
e
-

 

diatelv 

e
x
c
h
a
n
g
e
a
w
o
r

 tnos

a)o
o
m
m
o
d
i
a
e
s

 'which 

Ju
i
o
rfp
3
Tn>
a>fHclent 

in. 

rendcnn

fQlabour 

m
o
r
e

 productive.

即
ち
パ
氏
の
說
に
據
れ
ば
、
资

本——

生
產
に

;1
1
ゆ

る
财
貨——

貨
幣
ビ
は
全
く
別
秫
の
物
に
し
て
、
資

本
の
貨
借
を
目
的
^
す
る
»

付

..の

利

子

步

合

と

貨

幣

の

貸
借
を
目
的
と
す
る
割
引
の
步
合
ビ
は
其
本
質
に
於
て

一
致
せ
ざ
る
も
の
な̂

V
i。

米
國
に
於

け

る
理
論
經
濟
學
の
大
家
フユ
ク
l

Jf
t

も

曾

て

殆

ん

ど

同

一

の

見

解

を

發

表

せ

A
。

K

日

く 

/Fetter 
,a
 

T
h
e

 

Principles 

o
r
.

w
c
o
n
o
m

o'
s
,
 

IQ
0
4
, 

V

1

3

0 0
.)T

h
e

 Deculiarity 

or the discount m
o
n
e
y
-
m
a
r
k
e
t

 

<-
h
I
!
a
t

 an unusual 

p
c
m
b
n'
r of loans are 

m
a
d
e

to meet contracts 

h
av
e 

aireaay

tr
fo
e
n mad

e
. 

H
i
x
e
r
fp
K 

always 

㈨ 
g
jn)
fu
rtm
a
s
s

。
1
 outstanaing 

o
cr
i
l
g
a
d
o
a
w

'f
a
n
d 

merollants

p
r
e
 compelled t。

renew*

1
I
r

fe

i
1
I
I

I
i
8

I
i

I

1

|

K：' fV i 

1

l
I

I
fr.

1
i

J ；

thes

n)Joans 

o
n pebaitv, o

f

crallkl:llptcy\ 

Thiw 

market 

for 

short-time 

loans is 

no、c 

connected 

closely 

with 

the general 

m
arket 

for 

ioanabiT 

capital, 

wllen: the .need is 

for 

ready.monevj 

other 

concrete【capital 

tb
o
w in t:o 

meet 

i
t
'
T
h
i
s

 special m
o
n
e
y

 

demand, 

t:Ilerefore,

3* 

time 

of 

greater 

or less 

stress 
‘
 m

a
v

 

fluctuate 

m
p
l
a
y
”

 and 

the 

interest 

m
t
e

 

ba) 

nigher 

or 

lower 

than .the 

rate 

on 

i
on?time 

Isns. 

lins 

c
a
s
e

K*similar 

to 

s
p
r
t 

w
he
r
e t

w
o

 

m
a
r
k
c
t
s
l
s

p>
Ha>
t
p
i
l 

a
n
d

 wholcsa-l

n*
oa'
c
,
 exist sid

n) 

b
y

 side,

cr
u
t
 s

o
W
J
y

 exerting 

p Butual influence.

即
ち
削
引
は
貨
幣
に
對
す
る
需
用
を
意
味
し
、
普

通

. 

の
企
業
資
本
の
長
期»
借
^
異
れ
る
も
の
あ
■る
を
以
て 

割
引
步
合
と
貸
付
步
合
ど
はh
i時
的
に
»
«
す
る
こ
ど 

あ
り
。
此
の
理
は
赏%:
の
卸
寶
相
s'
i
小
賣
相
場
と
が 

相
互
間
に
稍
ケ
綏
慢
な
る
，影
響
を
與3

>
而

か

も一 

致
せ
ざ
る
に
異
ら
ず
匕.。”
マ

;-
:
' 

,

訪
-
フ H 
タ
ー
-̂
0
J!
{
iit
^
lt
'
.
^
^
^
V
T
l
I
e
.
p
r
i
n
c
i
p
l
e
s 

o
f 

Eclono- 

.

D
i
q
s
,
.

li
栽
せ
^
る
V
0

が
る
が
、
氏
、が
同
费
！
^
1
大
.訂
正
敏
補
如

婼
十
、盤

(

八
八
芄)

雜
錄
择
期
贷
.借
と
短
期
^
借

加へ

.

昨̂，年トー梓せる

.

.

.
w
c
o
a
o
m
i
c
;
p
r
i

g;
p
l
e
s
'
-
v

f:
_it
©

w

^

^

o

「 

或
は
前
靓
か
捨
て
沢
名
.‘や
も
測
り
離
け
れ
ど
も
、
さ
り
と
て
坎
說
せ
リ 

と
漪
做
す
可
吾
极
據
も
無
け
れ
ぱ
、
玆
U
3!
川
す
る
こ
と
、
せ
り

0

.
以
上
三
氏
の
論

®
る
所
を
線
合
す
る
に
、
普
通
の
货 

借
は
資
本
を
融
通
す
る

.に
在X

S
O

換
言
す
れ
ば
、
勝
手 

は
事
業
に
用
ゆ
可
き
土
地
、
建
物
"
器
械
等
の
普
通
生 

產
財
ミ
稱
せ
ら
る
ぐ
財
貨
を
講
入
せ
ん
が
爲
め
に
资
金 

を
借
入
れ
る
も
の
な
れ
ば

> 
貸
付
利
子
步
合
は
此
生
產 

資
本
の
需
用
供
給
に
依
り
て
定
ま

-̂
も
の
な
り
。
然

6- 

割
引
は
債
務
の
決
濟
等
.に
必
要
と
す
る
現
金
の
調 

達

を
目

的

^
す
る
も
の
'な
れ
ば
、
其
步
合
は
貨
幣
の
需 

用
供
給
に
依
か
て
定
ま
る
も
の
f
fj
-
p
^
0 

.
然
り

.ビ
雖
も
，
,'
既
に
.前
節
に
於
て
.指

摘

せ

る

が

如
 

く

、
割
引
と
貸
付
と
は
多
少
形
式
に
於
て
興
れ
る
所
办 

る
も
、
其
本
質
に
於
て
は
同
じ
ぐ
資
金
を
贷
付
れ
る
な 

b
。：

個
人
間
の
貸
借
、.
個
人
對
銀
行
の
貸
借
巾
に
は
企 

業
資
金
の

'調
達
を
目
的
ビ
す
る

.も

0:
ど
舊

*W
務
の
決
濟 

の

爲

め

に

籽

は

る

、
：
：も

0
と
あ
：り
。
社
偾
、
公
僙
等
の
奴 

き
も
企
業
資
金
の

':調
達
を

'因
的

.ビ
す
.る
.：こ
ど
あ
る
'
S
同

第
六
狐

I

m

H
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八
八
六

)

‘ 

_

錄
長
期
贷
借
と
，矩
期
货
傲

I®
に
借
換
を
目
的
i
す

る

こ

あ

办

？
文
是
れ
ぱ
同
時 

に
、
手
形
が
企
業
資
金
調
達
の
爲
め
に
發
行
せ
ら
れ

V

 

_
各
宛
人
舻
同
じ
く
企
業
資
金
調
達
の
爲
め
に
銀
行
を
. 

.し
て
之
を
割
引
せ
し
む
る
こ̂

あ
る
に
非
す
や
。
若
し 

果
し
て
然
ら
ば
、
貸
付
は
企
業
資
金
の
調
達
を
目
的̂ 

し
、
割
5|
铽
債
務
0
決
濟
の
爲
め
に
行
は
る
、
も
の
な 

り
と
云
ふ
こ
ビ
を
#

す

。

從

つ

て

®

#

^

子

步

合

,

が 

異
れ
る
原
西
の
爲
め
に
決
定
せ
ら
る
、
趣
由
な
く
、
又 

決
定
せ
ら
る
、
こ
と
な
し
。

■、

さ
れ
ど
、
以
上
三
氏
並
に
類
似
の
意
見
を
有
す
る
他 

の
多
く
の
學
漭
の
欲
す
る
所
は
貸
付
ど
割
引
ヾ

」
を
對
照 

せ
し
め
、
务
其
步
合
が
別
糨
の
原
理
に
依
ぅ
て
定
ま
る 

も
の
な
h
X*
J 
0

T

に
非

ず
-L
て
、
或
は
長
期
貸
付
ビ 

短
期
貸
付
i
を
比
.較
し
て
各
典
步
合
が
異
れ
る
寒
情
に 

.依
り
て
決
51

£
す
る
も
の
な
り
^
云
ふ
に
あ
る
可
し0

* 

し
粜
し
て
然
ら
ば
1
上
述
の
諸
説
は
多
少
の
論
據
を
荷 

す
名
も
の
^
謂
ふ
可
し
。
如
啊
ミ
な
れ
ぱ
ャ
長
期
貨
付 

步
合
'は
.比
較
的
其
變
動
.の

緩

慢

な

る

に

.皮

し

ヽ

短

期

貨

第
六
號

1

•
四
四

付
步
合
の
變
動
.は
®
々
顧
る
#
激
な
る
こ
’“レ
?>
る
を
以 

て
、
今
此
蓮
を
ば
全
然
別
種
類
の
も
の
と
し
て
取
拱 

は
ず
i

も
、
之

を

箇
/ /
■

別
々
に
®

®

す

るは
必
ず
し
も 

答
む
可
き
に
非
ざ
れ
ば
な
り。
.

然
>

-
雖
も
、
上
記
三
庞
の
如
く
，
短
期
貸
付i
畏 

期
貸
付
：̂
を
對
照
，せ
し
む
る
に
當b
て
、
前
漭
ゼ
割
引 

V」

名
く
る
は
當
を
得
ず
。
如
何̂

な

れ

ば

"

若

し

總

て
 

-

の
貸
借
を
ば
長
期
貸
付̂

割
•引
ビ
の
•二
種
に
分
ち
て
兩 

者
を
對
比
す
る
^
せ
ば
"
手
形
又
は
手
形
の
割
引
に
侬 

らW

る
短
期
の
貨
付
"
例
.へ
ば
.質
商
の
貸
付
"
高
利
®
 

の
貨
金
そ
政
府
又
は
會
ft
等
の
一
時
借
入
金
、
銀
.行
の 

當
座
貸
越
等
の
一
時
的
債
務
は
全
く
除
外
せ
ら
る
、
の 

結
果
を
里
し
、
此
種
の
貸
借
は
更
に
別
箇
に
論
述
す
る 

の
必
要
を
生
中
可
け
れ
ば
なA 

o長
期
S
短
期
ビ
の
[1
1
] 

に
於
て
こ
そ
多
少
の
區
別
を
存
す
れ
ど
も
、
短
期
貸
付 

i
割
引
ビ
の
間
^

於

て

は

形

^

上

は

m
も
狗
も
ヾ

」

し

て
 

實

質

.上

に

：於

.：て

は

何

等

の

.

相
.違
あ
，る
こVJ

な
し
。.

；
.

さ

P

，..,111,
氏
は『

割
引J:

な
る|

1

を
代
表
的
に
用
ひ

.
.
.

 

.

.

.
: 

.
f̂

.f
 

/ 

.

.

.

.

^

.^
や
%
知
る
可
か
ら
ず
。
換
言
す
れ
ば
、
,短
期
貸
付 

の
意
味
に
於
て
割
引
な
る
語
を
用
ひ
れ
る
に
過
ぎ
ざ
る 

な
ら
ん
■か
。
菩
人
は
今f

步
を
讓
り
て
然
り
ビ
看
倣
す 

可
し
。
然
々
ビ
雜
も
"
尙
ほ
吾
人
は
前
記
諸
說
を
楚
認 

す
.る
こ

i
を
得
ず
O
I如
何
^

な
れ
ば
、，，長
期
貸
付
步
合 

ャ
し
短
期
貸
付
步
合
は
異
れ
る
程
度
に
又
異
れ
る

力
^
に 

變
動
す
る
こ
ビ
尠
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
原
因
は
長
期
貨 

借
が
企
業
資
本
の
調
達
を
目
的.ど
し
、
短
期
貸
借
が
货 

幣
.の
融
通
を
0
的
^
せ
る
が
故
に
非
ず
。
換
言
す
れ
ば 

前Siil1

氏
の
寒
ぐ
る
M

0
の
爲
め
に
長
期
、、

J

短
期
と
の 

間
に
步
合
の
f^
庭
を
來
す
に
非
ざ
る̂.

：̂

N

。.
然
ら
ば
、 

興
，の
眞
の
原
因
は
如
何
。
乞
ふ
次
節
に
之
を
述
べ
じ
め

四

長

期
.^
短

期

教
し
前
節
^
引
用
せ
る
レ
キ
シ
ス〔

パ
ン
タ
レ
ォ
二 

並
に
フ
ュ
タ
丄1.1

氏
の
^
に
所
謂『

WJ
H
R
Jが
®
期
貸
借 

.を
意
味
す
る
¥
せ
ば
、
此
三
氏
の
說
は
觅
に
多
く
の
他

め

學

考

の

懷

け

る

鬼

解

と

一

致

す

，る

を

見

る

な

&
.°
例

* 

.. 

■*
 

.

m
十

卷(

八
八
出

)

雜

、

錄

莨

期

^
借
と
妞
期
贷
借 へ

ば
、V

シ
ぺ
ユ-.モ
ラ
r
氏
は
'短
期
貸
付
步
合
i
長
期
贷
#
'
 

步
合
は
同1

の
根
本
的
原
因
.に
，侬
&
て
支
配
せ
ら
を
V 

も
の
な
れ
ど
"
此
兩
潘
が
往
々
反
對
の
方
向
に
變
動
す 

る
こ
ビ
あ
る
を
指
摘
せ
る
後
、
其
然
る
所
以
は
節
堪
な 

一
办
ビ
し
て
論
じ
て
日
ぐ(s

c
h
m
o
l
I

-a>r 

: 

Grundriss der 
| 

allgemeinen VolkswJrtscbaftsIehre, 

w Teii, 

1
9
0
4, 

S.

™ 

s
e Ursache d

i
e
s
e
r

■■oleibstandigkeit ist e

3*fach: 

一-

d
in)gMoggg M

a
s
s
e

 des Kapitales ist m
e
h
r

 oder w
e
-

 

| 

riger d
a
u
e
m
d

 der M
a
t
e

a.e nachpn Gmndstticken, 

一
 

irabriks, 

Gesch

PJiften 

aller A
r
t
'
d
e
r

 F
o
r
m

 nacii 

\

B*wffekten, 

HypGtheksbdefep. 

oder 

son̂
vTIe 

一
 

angeiegt. 

N
u
r

 ein 

Tell 

des natfonaien 

K
a

 D
i
s
c
s

 

| 

b
^
n
d
e
t

 sich in 

G
d
d
f
o
r
m

a*
d
s H

i
n
d
e
n

 der 

..K
a
u
s
s
t
e

 

u
n
d

 

B
a
n
k
s
,

 

welche 

die 

Kreditge- 

\ 

.
 scMfte besorgenvdie kurzen Z

a
M
u
n
g
s
=
u
n
d

 Bet*

.vHiebskIedite1(we

r)R
s
e
I
=
^
L
B
T
b
a
r
d
=
,

 

Buchkredit 

iu

 

sv w
. j

rQ
e
cr
en.

即
ち
シ
ゴ
ユ
キ
ラ
ー
氏
の
說
に
據
れ
ば
、
長
期
貸
付
步 

合
ビ
M
期
貸
付
步
合
'が
'相
背
馳
す
る
こ
i
*:
る

は
長
期

0

0

1
四
.芄
，



辦

十

饴(

八
八
'A

)

雜錄長期货借と短期货仳

贷
付
の
HI
的
物
は
國
K
資
本
の
大
部
分
を
梢
成
す
る
に 

反
し
、
短
期
贷
付
步
合
の0
的
物
な
る
货
幣
又
は
之
に 

代
は
る
可
き
も
の
が
國R
ff
本

の1

少
部
分
た
る
に
過 

ぎW

る

が

故

な

す

。
 

‘

又
セ
リ
グ
•マ
ンK
は
®
期
ft
借
の
極
端
な
る
一
例
即 

ちn

丨
ル
マ
ネ
ー
の
步
合
を
採
り
て
之
が
長
借
の 

步
合
i

M

nる
原
因
を
說
き
て
0
く (seligman ; 

prin­

ciples 

of IbconomicSj 

5 tli 

e
d
o

 

p. 
3

VO
W
.

)

r
i
l<T
>ordinary rate 

of interest 
depends 

u

 
で 
o
n 

the d
e
m
a
n
d

 a
nd supplv 

s caoitai
^
M productive 

:
purposes : the 

rate 

o
i interest

o
n call 

loans 
depends 

o
n t

h
e

.
 d

e
m
a
n
d

 

a
nd 

supoiy 

of* 
the 

Suctuatm

/Qmass 

of loanable lunds whi
c
h

 are 

on 

the 

mstant 

convertible into 

cash. 

T
h
e

 rate 

of* 

interest 

o
n Can. Joans m

a
y

cr

e high 

w
h
e
n

r+

I
l
e 

general 

rate 

ojf interest is low,'

即
ち
セ
氏
に
據
れ
ば
普
通
の
利
子
步A
Zは
企
業
資
本 

の
需
用
供
給
に
依
り
て
定
まV

、
コ

ー

ぐ

口

ー

ン

の

利

第
六
狨
.

一
四
六
.

子
步
合
は
庇
ち
に
现
金
ビ
爲
し
得
る
融
通
资
金
の
露 

に
依
り
て
決
定
す
る
も
の
なb

i
。

以
上
の
數
扔
に
し
て
取
に
長
期
涉
侖
ビ
短
期
步
合
ミ 

が
必
ず
し
も
常
に
一
致
す
る
も
の
に
非
ざ
る
こ
^
^
指 

摘
す
る
に
it
ま
ら
ば
、.
菩
人
は
何
等】

言
の
興
識
を
挾

ま
ざ
る
可
し
。
さ
れ
ど
レ
キ
シ
ス
、

パ
ン
タ
レ
オ
ニ
、

フH

タ
ー
、

セ
リ
グ
マ
ン
諸K
の
如
く
、
此
雨
潘
が
找 

々1

致
せ
ざ
る
は
.
長

期

貸

借

は

企

業

資

本

の

融

狐

を
！！：！ 

的
と
す
る
に
反
し
、
短
則
货
惜
は
貨
幣
マ
し
し
て
相
ゆ
可 

き
现
金
を
融
通
す
る
爲
め"

例

へ

ば

"

偾

務

決

濟

の

資
 

カ
を
求
む
る
爲
め
に
行
は
る
、
も
の
な
る
を
以
て
、
提 

期
«
付
利
子
步
合
は
企
業
资
本
の
需
用
供
給
に
依
り
て 

定
ま
る
に
反
し 

> 
短
期
«
付
利
子
步
合
は
货
幣
のs
i;n 

供
給
に
依
ぅ
て
足
ま
る
が
故
な0
ど
論
ず
る
に
は
赞
同 

す
る
を
得
^'
0

抑
も
提
期
®
借 

<
云ひ短期贷借ふも"¥觉
 

程
度
の
蔑
に
過
ぎ
ざ
る
に
非
ず
や
。
普

通

一

ヶ
年
以
上
. 

を
期
限
ど
す
る
贷
借
を
長
期®
借
ど
稲
し
"1

ヶ
尔
以
、

n •

I
{
J
• I

I

1

1
I4

]

V?

' fi

下
の
期
限
を
有
す
る
贷
借
を
短
期
貸
借

V」.

名
く
る
^
雖 

も
、
：此
分
界
線
な
る1

ダ
年
は
抑
も
何
を
意
味
■す
る 

か
。
苦P

論
者
の
言
の
如
く
、

：

長
期
貸
借
^
短
期
貸
借 

ビ
が
其
本
質
を
異
に
す
る
も
の
なb
と
せ
ば
、
三
茛
六 

十
五
日
を
滿
期
^
す
る
貸
借
の
利
子
步
合i
三
百
六
十 

四
日
を
滿
期
と
す
る
贷
借
の
利
子
步
合
は
異
れ
る
原
因 

に
依
ぅ
て
定
ま
る
も
の
な

b
v
j

論
斷
す
可
き
な
る
も
、 

•3
1
の
不
合
紐
な
る
は
戏
に
菩
人
の11
々
す
る
を
要
せ
ざ 

る
所
な
る
可
し
。
勿
論
數
十
年
を
期
限
ビ
.'す
る
贷
借
の 

刺
子
步
合
ビ
數
日
を
期
限
ヾ

」

す
_る
«
心
の
利
子
^
八
？
し
. 

が
大
に
興
な
る
こ
ど
あ
る
可
け
れ
ど
も
、
此
®
合
に
於 

て
も
"
其
相
違
は
程
度
の
爰
に
し
て
實
質
の
相
違
に
非 

ず
。
如
何
^
な
れ
ば
長
期
貸
借
ビ
短
期
貸
借

VJ

の
問
に 

於
て
贷
借
物
件
0
相
逄
を
認
む
る 
>」

ビ
を
#
、ざ
れ
ば
な 

P
O總

て
資
金
借
入
れ
の
*
ぬ
の
目
的
ど
す
る
所
は
^
論 

t

^
蔚
.>;
|
に
.し
て
、
或
は
ft
務
の
決
濟
も
あ
る
可
し
、 

或
は
企
業
資
金
の
調
達
も
わ
る
可
し
"
或
は
公
納
金
或

.
笫

十

怨(

八
八
九〕

雜

錄

‘
菸
期
贷
借
と
妞
期
贷
岱

は
軍
事
费
或
は
住
宅
嬅
築®
の
調
達
等
も
あ
り
て
、
數' 

.
ふ
る
に
遑
あ
ら
ざ
る
な
ぅ
。
さ
れ
ど®
に
第一

!

節
に
於 

て
指
摘
せ
る
が
：如
く
>
此
等
無
數
の
資
金
の
用
途
は
同 

時
に
長
期
借
入
短
期
借
入
の
目
的
た
り
得
る
も
の
に
し 

て
且
つ
現
に
其
目
的
た
る
も
の
に
非
ず
や
。
果
し
て
然 

ら
ば
長
期
貸
借
と
短
期
貸
偕

V」

の

間

に

於

て

實
«?
>;
の 

相
違
を
認
む
る
こ
^
を
#
ざ
る
に
非
ず
や
。

加
之
、
長
期
貸
借
と
云.ひ
短
期
貸
借VJ

謂
ふ
も
、
興 

の
目
的
の
如
何
に
拘
は
ら
ず
共
に
貨
幣
を
通
じ
て
行
は 

る
\
'も
の
な
れ
ば
*

勢
び
兩
激
の
步
合
共
に
貨

&

の
數 

量
の
影
響
を
蒙
ら
ざ
る
が
如
き
，

J

i

あ
ら
ん
や
。
換
言 

す
れ
ば
、
終
局
の
目
的
如
何
を
問
は
ず
、
總
て
貨
借
は 

貨
幣
の
貸
借
に
外
な
ら
ざ
る
を
以
て"

皆

1

樣
に
貨
赂 

數
量
の
支
配
を
受
く
る
も
の
に
し
て
、
所
！

1

企
業
資
本 

の
調
達
を
目
的w

す
る
借
入
も
是
れ
が
例
外
れ
る
能
は 

ざ
る

な
，
^
。
金
融
適
迫
の
際
に
コ
ール
。
p
l
y
*

に
興 

他
の
短
期
貸
付
の
利
子
步
合
が
騰
貴
する
の
.み

な

ら
す 

長
期
谐
付
0

利
子
步
合
も
亦
昂
騰
す
る
に
非
ず
ゃ
。

(

註)

第
六
號

堅



浓

十

怨(

八
九
〇

)

雜

錄

技

期

^
沿
と
短
期
贷
借

、一.
/
.
.
.
站
_
.
.
...

贷
沿
れ
货
.漱
^
通
じ
，て
.̂
It
.石
：、
も
の
な
.
*
.も、
.利
午
步
倉
. 

は
必
t
し
も
货
幣
の
數
傲
と
'反
比
询
|;
^
殳
る
I

の
に
非
ず
。

.

:1
|
:ハ
规
山
は
他
の
時
機
に
之
か
說
明
す
名
所
あ
る
可
し
o

:
.さ
れ
ど
，
若
し
斯
く
の
如
く
、
短
期
貸
借
ビ
長
期
貸 

惜
ビ
は
期
限
に
於.て
程
度
の
差
あ
る
の
み
に
し
て
、
本 

贸
上
に
於
て
何
等
異
る
所
な
し
ビ
せ
ば
、
何
故(:
上
文 

に
於
て
其
說
を
引
用
せ
し
諸
學
莕
の
指
摘
す
る
が
如 

く
”

又
吾
人
の
W

常
目
擊
す
.る
が
如
く
、
長
期
«
付
利 

乎
步
合
は
比
較
的
其
變II
緩
慢
な
る
に
反
し
、
短
期
貸 

付
利
子
步
八2

の
變
動
は
往
々
に
し
て
比
較
的
急
激
な
る 

^.

。
乞
ふ
以
下
之
を
說
述
せ
し
め
よ
。

祉
會
は
貸
借
«
係
を
德
準
と
し
て
ニ
階
級
に
分
つ
こ 

S
を
得
可
し
。
¥
階
級
は
不
用
の
資
金
を
擁
す
る
者
に 

し
て
、
乙
®

M
は
資
金
を
需
要
す
る
者
な
り
。
玆
に
資 

金
と
稱
す
る
は
貨
幣
並
に
當
座
预
金
等
の
貨
幣
要
求
：權 

$

ふ
。

假
$
に

人
あ

りて現にの
資金を所
 

有
也
る
も
、
興
#
五
千
圓
は
企
業
又
は
生
活
の
爲
め
に 

喪
す
れ
と
殘
额
五
千
圆
は
不
用
な
カ
と
せ
ば"
J&
人

笕
六
！

I 

.

1

四
.八

は

若

し

出

來.#
可

-

ん

ば

此

逛

千

圆

を

貸

與

し

て

多

少 

の
利
子
を
得
ん
i

H
る
.可
し
。
さ
れ
ど
"

敦
し
此
五
千
. 

圆
を
ば
近
き
將
來
に
於
て
何
等
炉
の
用
途
に
供
せ
，ん
ビ 

期
待
甘
ば
、
無
利
子
當
座
预
金i
し
て
之
を
保
持
す
る 

j

か
、
或
は
其
時
期
迄
短
期
«
付
ビ
し
て
他
人
に
融
通
す 

\

る
こ
V
Jcf
>
る
可
し
。
勿
論
此
隙
に
は
少
許
の
取
子
を
以 

|

て
滿
足
す
る
な
ら
ん
。
さ
れ
ど
ノ
永
久
に
此
五- T
®

^

|

贷
與
す
る
こ
^
を
得
ば
、
短
«
に
せ
ょ
提
期
に
せ
ょ
、

|

姐
來
得
る
限
b
高
率
の
利
子
を
收
め
ん
と
す
可
し
パ
朋 

會
に
は
金
額
の
多
®
を
異
に
す
れ
ど
も
、
此
境
遇
に
在 

\

る
者
少
か
ら
ず
。
而
し
て
泚
等
の
者
の
資
與
せ
ん
と
欲 

|

せ
る
資
金
の
合
訐
は
即
ち一,

社
會
の
資
金
供
給
と
なる 

な
り
。
さ
れ
ば
"
資
金
の
供
給
蒸
侧
ょ
り
之
を
觀
れ
ば 

長
期
に
せ
ょ
短
湖
に
せ
ょ
、
出
來
得
る
限
り
高
举
の
刺 

子
を
得
んVJ

欲
す
る
も
'の
な
ぅ
。

„
次
に
資
金
め
：窗
翦
者
は
企
業
？
消
费
"
.
偾
務0
決
_
 

及
び
其
他
の
0

的
の
爲
め
に
資
金
の
缺
乏
を
感
ず
る
者 

な
る
：が
、.：
此
等
需
用
者
が
：借
入
契
約
を
爲
すS
き
に
、
メ

,
v
- 

. 

■-
 

■:■■ 

.... 

'• 

. 

A.'.' - . 

- 

■ 

-
-
.
.
. 

---- 

- 

-• 

•

礙
-
.
.
.
. 

....

六
ヶ
月
を
.期
眼
ど
す
る
か
、
又
は
六
ヶ
年
ど
云
ふ
が
如 

き
長
き
期
眼
に
す
る
か
は
一
派
の
論
潜
の
推
隣
せ
る
が 

如
く
其
目
的
が
企
業
資
本
を
求
む
る
に
在
る
か
又
は
债
' 

務
の
爽
濟
に
花
る
か
に
依b

て
定
め
ら
る
、
に
非
す
し
. 

て
、
此
債
務
潘
の
交
挪
能
カ
に
依b
て
定
ま
る
も
の
な 

5

ど
す
。
若
し
借
入
金
额
をr

ヶ
月
の
後
に
返
濟
し#
 

る
の
見
込
あ
ら
ば"

一
ヶ
月
の
期
限
を
設
く
可
く
、

一
 

ヶ
年
の
後
に
返
濟
し
得
る
と
せ
ば"

1

ヶ
年
の
期
限̂
 

す
可
く
、
又
十
ヶ
年
を
要
す
る
と
せ
ば
、
.十
ヶ
年
滿
沏 

の
契
約
を
結
ぶ
な
ら
ん。

:■

•:
■而
し
て
If
用
漭
は
、.長
期
に
せ
ょ
短
期
に
せ
ょ、
㈣
 

給
谱
ビ
は
正
反
對
に
出
來
腐
る
限
り
低
き
步
合R
て
借
' 

入
る
、
乙
を
欲
す
可
し
。
殊
に
數
ヶ
年-0
借
入
に
往
ぅ 

て
_
«髒
用
漭
は
利
％
支
娜
の
肩
擔
を
輕
減
せ
ん
が
爲
め 

に
出
來
将
る
，限
-

CV

低
率
の
利
子
を
以
て
借
財
せ
んS
欲 

す
可
し
。
從
つ
て
ー
方
に
於
て
、
資
金
の
供
給
漭
は
高
.. 

率
の
利
子
を
收
め
んi
欲
す
る
も
、
餘
り
に
高
率
な
ら' 

^

資
金
' ©
養
用
少
か
る
1
^

れ̂
！̂
、.
雨

皆

拟

互
'に
、

，第

十

猪

ハ

八

九
C

雜

錄

畏

期
It
借
と
妞
期
贷
肷

讓
步
し
て
資
音
の
翳
用
额
ビ
供
船®
の1

徽
す
名
.點
に 

於
て
利
子
步
合
を
決
定
す
る
に
至
る
可
し
。
さ
れ
ど
^
 

斯
く
し
- X
定
ま
^

た
^

刺
子
渉
合
に
は
多
數
の
資
金
の

■ 

需
用
者
並
に
.供
給
者
の
.關
與
せ
る
を
以
て
、

一
旦
，定
ま 

/:
!
)た

る

步

合

は

.關

與

洛

の

異

動

ビ

共

に

常

^

凝

動

す

る

_ 

も
の
な
れ
ど
も
"
其
程
搜
が
緩
幔
な
る
可
き
は
自
明
.0
) 

_

な
ぅ
。
是
れ
即
ち
比
較
的
長
期
の
«
借
に
於
け
る
利 

子
步
合
が
變
動
少
な
き
理
由
な
り
。

,
次
に
.比
較
的
短
期
例
へ
ば
三
ヶ
月
、I

タ
月
等
の
期 

限
を
有
す
る
貸
借
の
：步
合
が
變
動
常
な
き
は
下
の.理
曲
，
 

K
因
づ
ぐ
も
の
な
ぅ
。
三
ク
月
後
に
は
多
湖-0
金
子
を 

入
序
す
る
こ
-̂
を
期
待
せ
る
も
、
或
る
«
偾
務
の
決
儕 

日
が
自
貪
に
追
り
、
.
若
し
之
を
换
翁
せ
ざ
れ
ば
差
狎 

又
は
破
靡
の
非
運
に
邀
遇
す
る
や
も
测
&
れ
ざ
る
境
迪 

•R
在
る
省
は
假
^

割
;®
割

等

の

高

率

の

利

子

を

挪
 

ふ
も
^
ほ
.所
®
の
金
额
を
«m

又
は
數
M
間
借
入
る
、 

こ
と
>
欲
す
る
な
る
可
し
。
又
近
々
決
濟

：=

に
達
す
可 

.含
舊
僙
務
を
有
せ
ざ
る
名-̂
或

る

商

^

游

し

乂

は

有

價

妨
六
號

pir

九



f

怨
(

八
九
ニ)

雑

錄

爲

期

K
僻
と
妞
期
贷
借

證
券
'が
|

=
中

に

暴

,

す

可

き

こ

と

見

越

し

て

豆

利

を 

傅
ぜ
ん
i

欲

す

る
'«

も
亦
»

期

'-
0
倍
入
^.
爲
す
こ
と
を 

.得

.ば
、
年
數
割
又
は
數
十
割
の
刺
子
を
支
哪
ふプ」

と
を 

辭
せ
ざ
る
！^
し
。
是
れ
取
引
所
の
活;«
せ

る

際

.
又

は

恐
 

,«
製

來

前に
吾
人
の
目
維
す
る
所
なh

i
す
。
若
し
此 

«

の
資
金
霉
用
漭
多<

、
興
金
額
多
け
れ
ば
、
利
子
步 

:

合

は
1

诗
暴
騰
す
る
.：こ
^

ぁ
る
可
^

。
さ
れ
ど
此
場
合| 

に
_

平
步
合
.が
暴
«

す

る
は
斯
く
の
如
き
際に
資
金
を
一 

'«

狐

す

る

は

危

，險

少

か

ら

ざ

る
を
以
て
、
貸
手
が
保
險 

率
を
引
上
ぐ
る
が
故
に
し
て
、
純
利
子
步
合
は
左
程
騰 

貴
せ
る
に
非
ず
。

(

保
險
率
に
就
き
て
は
,*

々
«

拙
稿 

『

«

付
利
.子
步
合
の
解
剖
、

』

參
掘
.

) 

一
 

斯

く

如

ィ

、
顧

期

資

金

の

需

用

,#
が

頗

る

高

率

の

利
 

子

を

東:»
ふ

こ
义
金
柳
せ
ざ
る
は
現
金
を
需
用
せる
が

\ 

爲
め
に
.非
す
し
て
、
稭
入
が
短»|
な
る
：を
以
て,

S

 

に
支
拂
ふ
利
子
は
荦
の
裔
き
に
比
し
て
少
额
な
る
が
故 

な
り
^

す
。
例
へ
ば
一
蔣
圆
の
金
额
を
十
‘ヶ
年
借
入
る 

縦
令
典
利
子
步
合
が
僅
か
に
年
三
分
な
り

笫

六

號

！

五
〇

ど
す

る

も
、
結
局
支
挪
ふ
利
子
は
堪
利
に
て
も1
1甲
圆 

に
.上
る
な
b
 

o
さ
れ
と
> 

若
し
同
额
の
金
子
を
十B
ll
n

) 

借
a

る
^

せ
ば
、
縱
令
利
子
が
年
十
割
の
高
率
な 

す
る
も
實
際
支
拂
ふ
可
き
利
子
は
權
か
に

一

一
胃
七
+
八 

圓
弱
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。

之

に

反

し

て

"

若

し

r

般

資

金

.の

®

用

が

長

期

に

せ
 

ょ
短
.期

に

せ

ょ

收

縮

せ

せ

ば

、
興
結
娘
如
何
。
、
此 

際
利
子
步
合
は
長
期
短
溯
を
問
は
す
下
落
す
る
め
傾
向 

を
有
す
可
し
。
而
か.も

長

期
：®
付

.の

步

合

は

短

期

貸

付
 

の
步
合
程
屬
落
せ
ず
。
如
何
ビ
な
れ
ば
、
資
金
の
供
給 

者
は
出
來
得
る
限
り
高
率
の
刺
子
を
得
んS
欲
す
る
潜 

な
れ
ば
、
低
率
K
て
は
長
期
貸
付
を
肯
へ
ざる
可
け
れ 

ば
な
.り
。
蓋
し
資
金
の
供
給
は
左
程
急
激
に
變
動
す
る 

も
の
に
非
ざ
れ
ど
も
^
典
猶
用
は
逄
業
麂
並
に
金
融
界 

の
^
況
に
依
り
て
激
僧
す
る
こ1
Cあ
る
を
以
■て
、
何
日 

何
蹄
資
金
の
！

i

用
激
樹
し
て
'現
莊
ょ
b
も
高
き
率
辑
て 

贷
付
く
ゐ
こ
ど
を
得
る
や
も
測
り
雛
け
れ
ば
な
り
。
さ 

れ
ば
、
教
b
低
^
を
以
て
長
期
に
贷
付
け
®
か
ば
意
外

I

の
損
失
を
招
く
こ
く
な
し
と
せ
ず
。
故
に
資
金
の
.供
給 

少
け
れ
ば

"

長
期
贷
出
を
欲
す
る‘
潜
少
な
く

"

從
つ
て： 

長
期
货
付
の
利
子.

割
合
■

は
左
程
下
落
す
る.

に
至
ら
ざ
る
，
 

な
り
加
之
、
利
子
步
合
低
落
の
傾
向
は
他
方
に
於
て

.

長
. 

期
借
入
を
刺
戟
す
可
き
以
て
、
此
方
而
ょ
.り
も
長
期
步 

合
を
比
較
的_l a

定
せ
し
む
る
の
結
粜
を
呈
す
る
な
ぅ
。

さ
れ
ど
、‘
®
期
贷
付
に
在
り
て
は
、
資
金
の
供
給
潘 

は
資
金
需
用
の
.恢
復
せ
る
際
に
、
資
金
を
冏
收
し
て
页 

に
高
率
に
貨
付
く
る
こw

を
得
る
を
以
て
*
比
較
的
低 

&
割
合
に
て
.短
则
に
0
付
く
る
こ
ビ
を
僻
せ
ざ
る
な 

り
。
蓋
し
低
率
に
て
も̂

少
の
利
子
を
收
o
る
は
简
ほ 

遊
金
を
擁
し
て
何
等
の
收
入
を#
ざ
る
に
勝
.れ
ば

な 

办
。
'
是

：れ

即

ち

短

：
期

貸

付

.

割
合
垆
長
期
割
合
ょ
.ち
も
時 

ビ
し
て
ル
遙
か
に
低
率
に
足
^

る
こ
ど
あ
る
所
以
な
り 

i
す 

o 

•

.

セ
リ
グ

マシ一
派
の
畠
豸
は
資
金
に
は
長
斯
ビ
短
期 

の
別
ぁ
9
て
、
‘資
金
の
需
用
供
給
も
自
ら
ニ
種
に
分
れ 

れ
"
步
合
も
亦
兩
者
互
に
獨
立
し
て
定
ま
る
も
の
な
り

绡
十
餘
.

(
<

九
三
，

)

雜
畏
期
贷
倚
と
妞
期
贷
借.

ビ
思
惟
せ
る
が
如
く
な
る
も*
資
金
に
は
長
期VJ

短
期 

の
別
な
る
も
の
な
く
し
て
、

，

«;

同

：
ー
.
资

金

が

或

る

胳

は
 

長
期
に
又
或
る
時
は
短
期
に
贷
付
け
ら
る
、
の
和
遨
あ 

る
の
み
な
力
。
雨
し
て&
»1

贷
付
0

利
子
■步
八ロ
が
比
較 

的
變
動
少
き
は
長
：期
貸
借
者0'
競

爭

识

義

.的
承
均
ザ 

る
が
爲
め
'に
し
て
、
短
期
貸
付
の
利
子
步
合
が
時
ビ
し 

て
長
期
贷
付
ょ
り
も
高
率
に
上
る
は
借
入**
侧
の
競
^
 

比
較
的
に
敗
し
く"

又
睹
ビ
し
て
低
率
に.下
る
こ
ビ
あ
. 

る
は
贷
手
侧
の
競
邻
比
較
的
に
激
し
き
が
故ff
i

レ 

す
。

：
 

.

■

•
 

■

S

結

言

，

之
を
耍
す
る
に
、
割
引
ビ1$
付
ビ
は
形
式
上
に
於
て 

は
多
少
異
れ
る
所
あ
る
も\
雨
^

は
本
質
上
同一’

物
な 

办
ビ
す
。.
又
.長
期
贷
借
は
企
業
資
本
の
»
逆
の
爲
め
に 

行
は
れ
"

短
期
貸
借
は
現
金
の
調
達
をH

的
と
す
る
ぐ
し 

云
ふ
が
如
き
雨
者||
|
]に
差
別
の
#

す
る
も
の
，に
非
ず
。

_

貨
借
«:

總
て
現
金
.又
は
_

代
表
物
郎
ち
@

人

の

«

金

を
 

»

す

.る

も
.の

>«

塗

を

目

的vj

す

る
_■も
.の
_な
' 办

V
J

す

。
..

vy- A

3 £
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從
つ
て
®
期
货
借
の
利
子
步
合
が
企
業
資
本
の
需
用
供 

給
に
依
^
て̂
®
ま
K
y
.
b
®
®
®
m

の
利
子
步
合
は
现
金 

の
®
給
に
依
り
て
■決
定
さ
る
、
1
の
.な
り
ビ
'爲
す
は
®. 

見
に
し
て
、
兩
潘
北

〈
に
资
金
の
需
用
供
.給
に
依
り
て
定 

ま
る
も
め
：な
り
ど
す
。
長
期
貸
付
步
合
の
變
動
が
比
較 

i

f

 

.
0 

u

反

し

？
.
短

期

貸

付

の

利

子

步

合

が

往

々
 

颇
:'
%

栽

激

な

る

は

資

金

の

需

用

供

給

の

程

度

が

時

，
々

變 

動

す
,6
離
情
に
起
因
せ
る
現
象
な
办
と
す
。
即
ち
短
期 

に
せ
よ
長
期
に
せ
よ
、
利
子
步
合
は
略
ぼ
同
率
な
る
を 

原
則
と
す
れ
ど
も
、

(

註)

資
金
の
需
用
が
平
常
に
比
し 

ャ

激

增

又

：は

激

減

せ

ば

"
.
.
長

湖

短

期

共

に

貨

付

步

合

は
 

騰
貴
又
.は
下
落
す
可
き
も
、
其
程
度
は
短
期
貸
付
の
方 

-

長
期
®
付
よ
か
も
甚
♦た
し
。
如
何
と
.な
れ
ば
、
資
金
の 

雷
用
膨
脹
し
て
利
子
步
合
騰
貴
，の
徵
候
を
呈
し
な
ば
丨 

長
»
借
入
を
欲
せ
し
潜
は
全
く
借
入
を
延
期
す
る
か
或
，
 

は
短
期
借
入
を
龄
ん
、
刺
子
步
合
のT

m
を
#

つ
可 

'じ
-0
さ
れ
ど
、
.
®
期
間
資
金
を
要
する
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